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超スマート社会の実現に向けて多数のセンサーデバイスの駆動を支える自立電源技術の創出が

求められており、環境中の温度差を活用する熱電発電技術の研究開発が活発化している。我々は、

室温から 200℃程度までの低温熱源の利用が可能な「低コストかつ無害の」Fe-Al-Si熱電材料（FAST

材®）の社会実装に向けた研究開発を産独学の研究体制にて遂行している[1-3]。 

 発電デバイスとして長期的かつ安定的に駆動するために、

材料の出力特性を向上させるとともに、高信頼性発電モジ

ュール化技術を構築する必要がある。目標達成に向けて、

我々は実験・計算科学・機械学習を相補的に組み合わせた

材料研究開発を遂行している。FAST 材の有する優れた物理

的性質として①優れた耐酸化性、②硬さと破壊靭性の機械

特性を両立している点があり、発電モジュール化に際して

要求されるロバスト性を兼ね備えている。それゆえ、右図

に示すような小型かつ高集積化が可能である。 

 本講演では、FAST 材の材料基礎研究として、計算科学・

実験・機械学習を相補的に用いて、IoT 機器駆動用自立電源

としての応用を見据えた研究開発を中心として、既存材料

である Bi-Te 系材料とも比較を行いながら現状と今後の展望について議論する。 
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図 Fe-Al-Si 系熱電材料(FAST 材)を

用いた小型・高集積(50 対)熱電発電
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